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１．日 時   平成１８年 ７月７日（金）  ２校時 
２．学 級   １年 ２組 男子２１名 女子１５名 合計３６名 南校舎４階 
３．主 題   ＮＥＷ ＨＯＲＩＺＯＮ Ｅｎｇｌｉｓｈ Ｃｏｕｒｓｅ ｂｏｏｋ １  Ｕｎｉｔ ４ 『日本大好き』 

４．主題について 
   本単元は日本的なもの、日本に関係するものをめぐってのマイクとジュディの３つの対話で構成されている。それぞれオースト

ラリアとアメリカ出身の二人が、「折り紙」「日本語」「日本食」についての対話を行っている。教科書では未知のものや自分が知りたいことに

対してｗｈａｔを必然的に用いる場面設定がなされており、日本のものについての質問をされたときに答えや説明をするためのにも有意義

な単元である。ある物を見てそれが何であるかをたずねたり、相手の好きな教科、朝食に何を食べたのかなどをたずねるためには、本単

元で扱われている言語材料のｗｈａｔは必須である。Part1 ではｗｈ－疑問文の初出として“What is this?”を扱う。対象物の名前をたずねた

り、英語で何というのかなどをたずねることができ、語彙を増やしたり対話のきっかけにできる有用な文であると考える。文の機能としては

基本的には未知のものに対して用いるものである。また Part2 の“What is your favorite…？”は相手の興味関心についてたずねることがで

き、形容詞の叙述用法をあわせて扱うことで自分の考え方や感じ方を表現できる。さらに Part3 の“What do you have…？”では朝食に何

を食べたのかが話題となり、これまでYes/No で答えられる疑問文でしか対話ができなかった生徒にとって、疑問に思ったことを質問できる

範囲が広がりより実用的な対話ができるようになる。 

１年生はこれまでの英語学習で、主に「聞く」「話す」活動を中心に行ってきた。基本表現をもとにその表現が使用される自然な場面を

取り入れながら練習に取り組んでいる。この単元で学習する what は、実は教師がクラスルームイングリッシュの中で使用する頻度の高い

単語である。生徒は教師の問いかけに反応して活動ができているので、全くの初出ということではないと考える。また、６月末に実施した実

力テストの分析から次のような実態がわかった。文の機能を理解して場面に応じた英文を使えるかどうかを確かめる問題では、選択肢があ

る場合は正解率が高く、文字を見て判断することや音声としての理解度は高いことがわかる。一方で文として書かせる問題ではつづりを

正確に書くという点が不十分であった。今後書くことの指導を工夫する必要がある。全体的に元気のいい男子に対してややおとなしく自

己表現が苦手な女子なので、英語を発話する雰囲気作りや互いに関わり合うことを大切に学習に取り組ませることが今後も必要である。ま

た、各クラスに３～４名の文字の認識が弱く援助の必要な生徒がいるので配慮が必要である。 

以上のような教材と生徒の実態から、本単元は次のように扱っていく、文法指導は言葉による説明を極力少なくし、定型句の表現として

とらえさせていきたい。「聞く・話す」はそれぞれの表現が使われている場面を設定し、実際の発話に近い形で練習に取り組ませたい。

What の文は相手のことについての質問やそれに対する応答を豊かに仕組むことができ、自己表現活動を活発にさせて浸透させることが

できると考える。「読む」については、文のイントネーションやリズム、発音に注意させながら本文の音読指導をしてモデルに近づけさせて

いきたい。また、「書く」についてはインタビューなどの活動を通して聞き取った内容を英文で再生させることで、基本表現や既習事項を定

着させていきたい。 

 

５． 指導と評価の計画（別紙） 

 

６． 本時の達成目標 

コミュニケーションへの関心・意欲・態度 英 語 を使 って コミュニ ケ ー シ ョ ン を図 ろ うとして い る 

理 解 の 能 力 相手の話している内容を正しく聞き取り、応答している 

表 現 の 能 力 What が使われる場面や状況を理解し、適切に使用している 

 

７． 本時の指導の構想 

（１） 指導構想及び留意点 

自分が興味を持ったものや、未知のものに対して「何だろう？」と思うのは自然なことである。本時の導入段階では未知のものを提示し 

生徒に「何だろう？」という疑問を持たせ、学習課題の設定につなげたい。本時の基本文“What is this?”は定型句の表現としてとらえさせ、

パタンプラクティスを通して浸透させたい。また、教科書では折り紙のことをよく知っているマイクがジュディに教えようと「これ、な～んだ？」

という質問をする場面が取り上げられている。基本的な機能を抑えさせた上で、“What is this?”はこのような場面でも使用されることをフォ

ーマットを基にした対話の中で使わせながら理解させていきたい。 

（２） かかわりあい生かす手だてについて 

本時における「必然性」は、導入段階の視覚的な教材を用いて生徒に「何だろう？」という気持ちを持たせるところにある。また、「よりど 

ころ」は基本文型や対話のパタンプラクティスとなる。言語材料がしっかりと生徒に浸透するように指導したい。「ことば」についてはプロダク

ションの部分で、学習した表現をもとに生徒を関わらせ合いながら、場面や状況にあった使い方ができるように練習をさせたい。 

 



８． 本時の展開                               <Ａ>達成度 <Ｂ>学習速度 <Ｃ>取り組み方（学習の仕方） 

<Ｄ>見方・考え方  <Ｅ>興味・関心  <Ｆ>生活経験 
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１．Ｗａｒｍ ｕｐをする。 

  （Ｄａｎｇａｎ Ｉｎｐｕｔ） 

 

 

２．学習課題を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．個人で，ペアで時間内に 

ｗａｒｍ ｕｐに取り組むよう指

示する。〈Ｂ〉 

 

２．絵やＰＣから「何」という言

葉を引き出し、本時の課題設

定に結びつける。 
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３．基本表現の意味と用法を

確認し，質問と応答の練習を

する。 

 

４．４人グループ（母集団）に

なり、それぞれが自分の責任

を持つ９人グループ（情報確

認集団）に分かれる。情報を

英語で確認し言えるように練

習する。 

 

 

５．確認後もとのグループに

戻り情報交換をする。聞く側

はメモを取る。 

 

 

６．What is this?のクイズの対

話を練習する。 

 

 

７．What を使って対話をす

る。（フォーマットに基づいて） 

 

 

 

 

 

 

８．教科書本文を学習する。 

 ・単語の発音練習 

 ・場面の確認 

 ・音読練習 

 

 

 

 

４．［関心・意欲・態度］ 

英語を使って積極的に活動をし

ている。 

〈観察〉 

Ａ：相手を意識 

Ｃ：メモを基にできるだけ相手を意識し

て質問、応答をさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．［表現の能力］（話す） 

基本表現や既習事項を使って質

問、応答する。 

〈観察〉 

Ａ：発音・声量・解答に対する反応 

Ｃ：板書や学習シートを基に質問、応答 

をさせる。 

 

 

３．言語を使用する場面，言 

語の機能について理解させ 

る。〈Ｄ〉 

 

４．声量・アイコンタクトなど相

手を意識した活動をさせる。 

              〈Ｆ〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．クイズ形式で質問するこ

と、正解の場合と不正解の場

合の応答を理解させる。〈Ｄ〉 

 

８． パタンプラクティスで学 

習したことをよりどころに、基

本的な質問・応答をさせる。  

〈Ａ〉 

 

 

 

 

８．基本文が使われている場

面や状況を確認させる 
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９．今日の学習を振り返る。 

 

 

 ９．評価をさせ本時の学習を

振り返らせる。 

自己評価・相互評価 

学習シート 

 

Ｗｈａｔを使って質問したり、それに応答したりできるようになろう 



指導と評価の計画 盛岡市立上田中学校

１年 英 語 単元（題材）名 Ｕｎｉｔ ４ 日本大好き 総時間 ４時間扱い

学習指導要領の指導事項
○Ａ（聞くこと）

ウ質問や依頼などを聞いて適切に応じること。
○Ｂ（話すこと）

ウ聞いたり読んだりしたことについて、問答したり意見を述べ合ったりすること。

単元の目標 主な学習活動 評価規準 コミュニケーションへの 理解の能力 表現の能力 言語や文化についての
関心・意欲・態度 知識・理解

・物や相手のことに ①自分が興味のある 指示に従って英語を話そ 相手の話している内容を 相手に伝わるように正しB ＝「おおむね満足でき
ついて疑問詞ｗｈａ ものや未知のものに うとしている。 正しく聞き取り、応答し く話している。ると判断される状況」
ｔを使って質問した ついて問答する。 ている。
り応答できる。 ②好きな教科、スポ
・相手の質問に形容 ーツ、相手の朝食な
詞を使って具体的に どについて問答する 進んで英語を話そうとし 正確に聞き取り、なめら なめらかに説明したり質。 Ａ＝「十分満足できると
答えられる。 ている。 かに答えている。 問している。判断できる状況」の例

英語らしい発音を恥ずか キーワードにより意味を 再度基本文練習をさせ、Ｃ＝「努力を要すると判
しがらずにできるよう、 類推させ、ヒントを与え ヒントを手がかりに応用さ断される状況」の生徒へ
集団の前ではなく個別に て答えさせる。 せる。の指導の手だての例
発音させる。

次 時 主な達成目標 主な学習活動 コミュニケーションへの 理解の能力 表現の能力 言語や文化についての
関心・意欲・態度 知識・理解

１ （本時 疑問詞ｗｈａｔを用いて自 ｗｈａｔをつかっ 伝え合う相手を意識して 基本表現を用いて、相手
） 分が知りたいものをたずね てクイズ形式で質問 活動している。 に伝わるように質問・応答1 1／

ることができ、質問に応答 応答をする。 している。
できる。

２ ２ 疑問詞ｗｈａｔを用いて相 ｗｈａｔを用いた たずねられたことを正し 学習した表現を用いて正
手の好きな教科やスポー 文で、互いにインタ く聞き取り、応答してい しく質問・応答している。
ツ、朝食に何を食べたかな ビュー活動をする。 る。
どについてたずねることが
でき、形容詞の叙述用法を
用いて自分の考えや感じた
ことを伝えることができ
る。

３ １ ｗｈａｔを含む文の語順が ｗｈａｔを使って相 学習した表現を積極的に 学習した表現を場面や言
理解でき，場面やたずねた 手から情報を聞き出 用いて活動している。 いたいことに応じて適切に
いことに応じて適切に質問 す。 用いて問答している。
応答できる。




